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詞林　第64号　2018年10月

一
．
序一

．
一
．
は
じ
め
に

　

本
論
は
中
古
中
世
散
文
作
品
中
で
前
文
脈
を
踏
ま
え
な
い
「
サ
テ
」

に
注
目
し
、
そ
の
一
部
が
感
動
詞
「
サ
テ
」
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

な
る
過
程
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
語
構
成
上
で
は
指
示
副
詞
「
サ
」

に
接
続
助
詞
「
テ
」
が
付
い
た
「
サ
テ
」
は
中
古
か
ら

（
1
）「
さ
れ
ど
、
今
は
す
さ
ま
じ
う
な
り
に
て
は
べ
る
な
り
」
と
申
す
。

「
す
さ
ま
じ
か
べ
き
事
か
、
い
な
」
と
の
た
ま
は
せ
し
か
ど
、
さ
て
や

み
に
き
。（『
枕
草
子
』
第
九
五
段
、
一
九
一
頁
）

と
、
文
中
に
置
か
れ
て
、
ま
た

（
2
）「
こ
れ
を
か
た
み
に
し
た
ま
へ
」
と
て
、
帯
を
と
き
て
と
ら
せ
け

り
。
さ
て
、
こ
の
子
の
し
た
り
け
る
帯
を
と
き
て
と
り
て
、
も
た
り
け

る
文
に
ひ
き
結
ひ
て
も
た
せ
て
い
ぬ
。（『
大
和
物
語
』
第
一
六
九
段
、

四
一
二
頁
）

と
、
文
頭
に
置
か
れ
て
用
い
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
は
「
サ

テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
サ
テ
」
の
前
文
脈
に
具
体
的
に
認
め
ら
れ

る
例
で
あ
る
が
、
同
じ
く
中
古
に
は
既
に

（
3
）
姫
君
お
は
す
る
と
見
る
か
た
に
、
つ
つ
み
な
く
入
り
給
ひ
て
、

几
帳
の
も
と
に
寄
り
給
ひ
て
、「
さ
て
い
か
が
お
は
し
ま
す
。
人
あ
ま

た
さ
ぶ
ら
ふ
や
」
と
問
ひ
給
へ
ど
、
は
か
ば
か
し
き
人
し
な
か
り
け
れ

ば
、
お
ぼ
ほ
れ
て
の
み
こ
そ
あ
れ
。（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
四
、

二
九
九
頁
）

と
、「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
サ
テ
」
の
前
文
脈
に
具
体
的
に

認
め
ら
れ
な
い
例
も
見
ら
れ
る
。

　

本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
、
そ
の
指
示
す
る
内
容
が
前
文
脈
に
具
体
的

に
認
め
ら
れ
な
い
「
サ
テ
」
に
注
目
し
、
こ
れ
を
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」

と
名
付
け
て
そ
の
機
能
を
「
サ
テ
」
の
機
能
全
体
の
中
で
位
置
付
け
る
。

そ
し
て
、「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
一
部
が
対
話
文
中
の
疑
問
文
（
話

し
手
の
情
意
、
感
動
を
表
す
文
）
を
導
く
用
法
を
経
て
そ
の
後
「
サ
テ
」

単
独
で
も
話
し
手
の
心
情
を
表
す
感
動
詞
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
感
動
詞
「
サ
テ
」
の
成
立

―
―
前
文
脈
を
踏
ま
え
な
い
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
―

百
瀬�　

み
の
り
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な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　

な
お
、
本
論
に
お
い
て
中
古
中
世
散
文
作
品
と
は
、
中
古
、
中
世
期

に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
和
文
、
和
漢
混
淆
文
作
品
を
指
す
。

一
．
二
．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

古
典
語
の
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
述
べ
た
先
行
研
究
に
は
西
田
（
２
０

０
１
）、
岡
﨑
（
２
０
０
８
）、（
２
０
１
０
）
が
あ
る
。

　

西
田
（
２
０
０
１
）
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
サ
テ
」
の
用

法
に
注
目
し
、「
平
安
時
代
の
和
文
に
お
け
る
指
示
語
「
さ
て
」
の
接

続
詞
的
用
法
に
は
、
前
文
の
内
容
を
承
け
て
後
文
に
つ
な
げ
て
い
く
用

法
か
ら
、
転
換
と
も
い
え
る
話
題
の
切
り
出
し
の
用
法
ま
で
、
そ
の
使

用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
源
氏
物
語
の
地
の
文
に
お

い
て
は
、
転
換
の
用
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（
（

。」
と
述
べ
る
。

　

ま
た
、
岡
﨑
（
２
０
０
８
）
は
、「
古
代
語
か
ら
現
代
語
へ
の
変
化

の
過
程
で
「
サ
テ
」
は
Ⅰ
副
詞
的
用
法
、
Ⅱ
接
続
詞
的
用
法
Ａ
条
件
と

Ｂ
列
叙
・
転
換
の
一
部
の
用
法
を
失
い
、
ま
た
Ⅱ
接
続
詞
的
用
法
Ｃ
行

動
と
、
Ⅲ
感
動
詞
用
法
を
獲
得
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る（

（
（

。」
と
述
べ
、

さ
ら
に
岡
﨑
（
２
０
１
０
）
で
現
代
語
の
「
サ
テ
」
の
用
法
に
も
触
れ

つ
つ
、
中
古
か
ら
近
世
の
「
サ
テ
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的

変
化
を
論
じ
、『
源
氏
物
語
』、『
平
家
物
語
覚
一
本
』で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
「
サ
テ
」
の
感
動
詞
的
用
法
が
『
天
草
版
平
家
物
語
』
で
は
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
『
浮
世
風
呂
』
で
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

「
サ
テ
が
中
世
の
間
に
（
略
）
感
動
詞
的
用
法
を
獲
得
し
た
」（
岡
﨑
（
２

０
１
０
）・
七
二
頁
）
と
述
べ
た
。

　

西
田
、
岡
﨑
は
資
料
に
お
け
る
「
サ
テ
」
の
用
法
の
変
化
―
西
田
は

副
詞
か
ら
接
続
詞
に
か
け
て
、
岡
﨑
は
副
詞
か
ら
感
動
詞
に
か
け
て
―

を
例
を
挙
げ
る
こ
と
で
説
明
し
て
い
る
が
、
元
来
は
副
詞
と
し
て
文
中

で
は
た
ら
い
て
い
た「
サ
テ
」が
感
動
詞
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ

た
原
因
に
つ
い
て
は
両
者
と
も
特
に
述
べ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論

で
は
中
古
か
ら
中
世
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
資
料
中
に
見
ら
れ
る

「
サ
テ
」
の
用
例
を
考
察
し
感
動
詞
「
サ
テ
」
が
成
立
し
た
経
緯
、
原

因
に
つ
い
て
述
べ
、
先
行
研
究
を
補
い
た
い
。

二
．
考
察　
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
に
つ
い
て

二
．
一
．「
サ
テ
」
の
用
例
数

　

ま
ず
、
中
古
中
世
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数
を
確
認
す
る
。

（
表
一
）
は
本
論
で
資
料
と
し
た
中
古
の
、（
表
二
）
は
同
中
世
の
散
文

作
品
に
見
ら
れ
る
「
サ
テ
」
の
用
例
数
で
あ
る
。
用
例
は
、
各
資
料
と

現
れ
る
文
中
の
位
置
の
別
に
よ
り
、【
地
の
文
・
文
頭
】、【
地
の
文
・

文
中
】、【
非
地
の
文
・
文
頭
】、【
非
地
の
文
・
文
中
】
分
け
て
示
す
。

こ
こ
で
い
う
【
非
地
の
文
】
と
は
、【
対
話
文
】、【
心
内
話
文
】、【
文
（
手

紙
）
の
文
】
を
指
す
も
の
と
す
る
。（
以
下
同
。）

　

資
料
名
は
表
中
で
は
略
し
、『
大
和
』
は
『
大
和
物
語
』、『
平
中
』

は
『
平
中
物
語
』、『
落
窪
』
は
『
落
窪
物
語
』、『
枕
』
は
『
枕
草
子
』、『
源

氏
』
は
『
源
氏
物
語
』、『
堤
』
は
『
堤
中
納
言
物
語
』、『
浜
松
』
は
『
浜
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松
中
納
言
物
語
』、『
住
吉
』は『
住
吉
物
語
』、『
と

り
か
へ
』
は
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
保
元
』

は『
保
元
物
語
』、『
平
治
』は『
平
治
物
語
』、『
平

覚
』
は
『
平
家
物
語
』・
覚
一
本
、『
平
天
』
は

『
天
草
版
平
家
物
語
』、『
狂
言
』
は
『
狂
言
記
』

を
指
す
。（
以
下
同
。）

　

ま
た
、
本
論
の
用
例
は
「
サ
テ
」
に
注
目
す

る
も
の
で
、「
サ
テ
ハ
」、「
サ
テ
モ
」、「
サ
テ
ゾ
」、

「
サ
テ
ナ
ム
」、「
サ
テ
コ
ソ
」
な
ど
の
「
サ
テ
」

に
副
助
詞
、
係
助
詞
が
付
い
た
形
式
は
考
察
の

対
象
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。

二
．
二
．「
サ
テ
」
の
分
類

　

本
論
で
は
中
古
中
世
散
文
作
品
中
の「
サ
テ
」

を
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る（

（
（

。

　

①
「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
サ
テ
」

の
前
文
脈
に
具
体
的
に
文
や
句
、
語
な
ど
の
形

で
認
め
ら
れ
る
「
サ
テ
」。

　

こ
れ
は
、「
サ
テ
」
前
部
に
、
そ
の
実
態
が

語
的
・
文
的
な
要
素
と
し
て
文
中
に
示
さ
れ
て

い
る
具
体
的
な
対
象
と
、「
サ
テ
」
後
部
と
の

関
係
付
け
を
行
う
「
サ
テ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

位置
資料

地の文・文頭 地の文・文中
非地の文・
文頭

非地の文・
文中

計

『大和』  38  0  1  0  39

『平中』  35  5  4  0  44

『落窪』   4  1 16  3  24

『枕』  27  8  8  2  45

『源氏』  17 12 40 35 104

『堤』   0  1  5  0  6

『浜松』   2  1  4  5  12

計 123 28 78 45 274

（
表
一
）
中
古
「
サ
テ
」
用
例
数

位置
資料

地の文・文頭 地の文・文中
非地の文・
文頭

非地の文・
文中

計

『住吉』  27 0   3  2  32

『とりかへ』   0 1   4 11  16

『保元』   0 0   3  3   6

『平治』   4 0   1  0   5

『平覚』  29 1  34  5  69

『平天』  45 5  35  3  88

『狂言』   0 0 211 26 237

計 105 7 291 50 453

（
表
二
）
中
世
「
サ
テ
」
用
例
数
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は
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
対
象
の
部
分
に
波
線
を
付
し
て
示
す
。（
以

下
同
。）

　

①
―
Ａ
．
文
中
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

（
4
）
こ
の
呼
び
に
来
た
り
け
る
人
の
、「
筆
に
墨
塗
り
て
来
」
と
い
ひ

た
れ
ば
、
さ
て
持
て
来
た
り
。（『
平
中
物
語
』
第
一
七
段
、
四
八
二
頁
）

（
5
）
我
身
三
位
し
て
、
丹
波
の
五
ケ
庄
、
若
狭
の
東
宮
河
知
行
し
て
、

さ
て
お
は
す
べ
か
り
し
人
の
、
よ
し
な
き
謀
叛
お
こ
い
て
、
宮
を
も
う

し
な
ひ
参
ら
せ
、
我
身
も
ほ
ろ
び
ぬ
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
。（『
平
家
物

語
』
覚
一
本
、
巻
第
四
、
鵼
、
三
四
〇
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
．
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

　

①
―
Ｂ
1
．
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
以
外
の
文
頭
に
置
か

れ
る
「
サ
テ
」。

（
6
）「
か
れ
は
、
い
と
あ
や
し
き
人
の
癖
に
て
、
文
一
く
だ
り
や
り
つ

る
が
、
は
づ
る
る
や
う
な
け
れ
ば
、
人
の
妻
、
帝
の
御
妻
も
持
た
る
ぞ

か
し
。
さ
て
身
い
た
づ
ら
に
な
り
た
る
や
う
な
る
ぞ
か
し
。」（『
落
窪

物
語
』
巻
之
一
、
九
三
頁
）

（
7
）
帝
聞
こ
し
め
し
て
、「
中
納
言
は
、
い
み
じ
き
姫
を
持
ち
た
ま
ふ

と
聞
き
た
り
」
と
仰
せ
あ
れ
ば
、
や
が
て
御
請
け
申
さ
れ
つ
つ
、
か
し

づ
き
た
ま
ふ
。
い
よ
い
よ
あ
た
り
も
輝
く
ほ
ど
に
ぞ
見
え
た
ま
ひ
け
る
。

さ
て
こ
の
姫
君
、
八
つ
ば
か
り
に
や
な
ら
せ
た
ま
ふ
時
、
母
宮
、
例
な

ら
ず
悩
み
た
ま
ひ
け
り
。（『
住
吉
物
語
』
上
巻
、
一
八
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
副
詞
や
接
続
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
2
．
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」。

（
8
）「
か
ら
し
や
、
眉
は
し
も
、
烏
毛
虫
だ
ち
た
め
り
」「
さ
て
、
歯

ぐ
き
は
、
皮
の
む
け
た
る
に
や
あ
ら
む
」
と
て
、（『
堤
中
納
言
物
語
』

「
虫
め
づ
る
姫
君
」、
四
一
〇
頁
）

（
9
）
高
倉
の
院
の
幼
い
を
時
に
そ
っ
と
も
違
わ
ぬ
と
仰
せ
ら
れ
て
、

を
涙
を
流
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
丹
後
殿
と
申
し
た
女
房
衆
が
い
ら
れ

た
が
こ
れ
を
見
ま
ら
し
て
、
さ
て
を
譲
り
わ
こ
の
宮
で
こ
そ
ご
ざ
ら
う

ず
れ
と
申
さ
れ
た
れ
ば
、（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
三
、
一
九
九
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
対
話
の
話
者
の
交
替
を
表
す
マ
ー
カ
ー
（
談
話
標
識
）

の
よ
う
に
は
た
ら
く（

（
（

。

　

②
「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
サ
テ
」
の
前
文
脈
に
具
体
的
に

文
や
句
、
語
な
ど
の
形
で
認
め
ら
れ
な
い
「
サ
テ
」。

　

こ
れ
は
、
内
容
に
は
依
ら
ず
、「
サ
テ
」
前
後
部
の
文
あ
る
い
は
文

脈
な
ど
の
関
係
付
け
を
行
う
た
め
の
「
サ
テ
」
で
あ
る
。

　

②
―
Ａ
．
話
題
の
転
換
を
表
す
「
サ
テ
」。

（
10
）
笛
、
い
と
う
つ
く
し
と
思
す
。
音
も
か
し
こ
し
。
さ
て
、
殿
へ

夜
更
け
て
わ
た
り
た
ま
ふ
。（『
落
窪
物
語
』
巻
之
三
、
二
六
八
頁
）

（
11
）
す
で
に
源
氏
に
同
心
し
ょ
う
ず
る
と
返
事
を
し
た
れ
ば
、
そ
の
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儀
を
改
む
る
に
及
ば
い
で
、
み
な
こ
れ
を
許
容
つ
か
ま
つ
ら
な
ん
だ
。

さ
て
肥
後
の
守
と
言
う
も
の
を
西
国
え
く
だ
さ
れ
て
あ
っ
た
が
、
こ
れ

わ
鎮
西
の
謀
叛
を
平
げ
て
、（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
三
、
一
七
七

頁
）

　

②
―
Ｂ
．
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」。

（
12
）「
も
の
の
例
に
引
き
出
で
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
身
の
人
わ
ろ
き
お
ぼ

え
こ
そ
あ
ら
は
れ
ぬ
べ
う
。
さ
て
を
か
し
き
こ
と
は
、
院
の
、
み
づ
か

ら
の
御
癖
を
ば
人
知
ら
ぬ
や
う
に
、
い
さ
さ
か
あ
だ
あ
だ
し
き
御
心
づ

か
ひ
を
ば
大
事
と
思
い
て
、
戒
め
申
し
た
ま
ふ
、」（『
源
氏
物
語
』
夕
霧
、

四
七
一
頁
）

（
13
）
声
も
惜
し
ま
ず
泣
き
た
ま
ふ
。
た
め
ら
ひ
て
、「
さ
て
、
い
か
に

聞
き
出
で
た
ま
へ
り
や
」
と
問
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
。（『
と
り
か
へ
ば
や

物
語
』
巻
第
三
、
三
七
九
頁
）

分
類
の
結
果
を
（
表
三
）
に
示
す
。

　
（
表
三
）
は
中
古
、
中
世
の
「
サ
テ
」
を
、（
表
四
）
は
そ
れ
ら
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
表
で
は
そ
の
分
類
に
該
当
す
る
「
サ
テ
」
の

用
例
数
を
資
料
別
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
よ
り
、
中
古
か
ら
中
世
に
か
け

て
の
「
サ
テ
」
は
、
二
．
二
．
で
示
し
た
①
―
Ｂ
．
文
頭
に
置
か
れ
る

「
サ
テ
」
に
分
類
さ
れ
る
用
法
が
多
く
（「
サ
テ
」
全
用
例
７
２
７
例
中

４
４
８
例
、
６
１
．６
％
）、
中
で
も
①
―
Ｂ
1
．
話
者
が
交
替
す
る
対

話
文
の
文
頭
以
外
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」
が
全
用
例
中
の
多
数

を
占
め
る
（「
サ
テ
」
全
用
例
７
２
７
例
中
３
２
４
例
、
４
４
．６
％
〈
内

訳
は
中
古
で
１
５
７
／
３
２
４
、
４
８
．５
％
、
中
世
で
１
６
７
／
３

２
４
、
５
１
．５
％（

（
（

〉）。
こ
の
「
サ
テ
」
は
「
サ
」
が
指
示
す
る
内
容

が
「
サ
テ
」
の
前
文
脈
に
具
体
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
「
サ
テ
」
は
、
副
詞
的
用
法
で
用
い

ら
れ
て
い
た
例
が
全
用
例
中
で
半
数
ほ
ど
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
「
サ

テ
」
の
主
用
法
は
副
詞
的
用
法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
時
期
に
用
例
数
が
躍
進
し

た
の
は
②
―
Ａ
．
話
題
の
転
換
を
表
す
「
サ
テ
」
と
、
②
―
Ｂ
．
話
し

手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」
で
あ
る
。
②
―
Ａ
．
話
題
の
転
換

を
表
す
「
サ
テ
」
は
中
古
で
９
例
で
あ
っ
た
が
中
世
で
は
３
７
例
に
、

②
―
Ｂ
．
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」
は
中
古
で
５
例
で

あ
っ
た
が
中
世
で
は
１
２
７
例
に
と
、「
サ
テ
」
全
用
例
数
に
対
す
る

割
合
で
み
る
と
、
②
―
Ａ
．
が
中
古
１
．２
％
か
ら
中
世
５
．１
％
に

３
．９
％
増
加
、
②
―
Ｂ
．
が
中
古
０
．７
％
か
ら
中
世
１
７
．５
％
１

６
．８
％
増
加
と
、
①
―
Ｂ
．
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」
が
中
古
２

５
．９
％
か
ら
中
世
３
５
．８
％
に
１
０
％
近
く
増
加
し
た
（
内
訳
は
、

①
―
Ｂ
１
．が
中
古
２
１
．６
％
か
ら
中
世
２
３
．０
％
に
１
．４
％
増
加
、

①
―
Ｂ
２
．
が
４
．３
％
か
ら
中
世
１
２
．８
％
に
８
．５
％
増
加
）
の

に
比
し
て
、
②
の
「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
サ
テ
」
の
前
文
脈

に
具
体
的
に
認
め
ら
れ
な
い
「
サ
テ
」
の
増
加
が
著
し
い
。
本
論
で
は

特
に
こ
の
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
用
例
数
が
著
し
く
増
加
し
た
②
を

「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
と
名
付
け
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
用
例
か
ら
考

察
す
る
。
さ
ら
に
、
②
―
Ａ
．
は
接
続
詞
、
②
―
Ｂ
．
は
感
動
詞
と
の
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時
代 中古 中世 中古 中世 中古 中世 中古 中世

分
類 地頭※1 地頭 地中※2 地中 対話頭 対話頭 対話中 対話中

①
―
A

5 平中 1とり 2落窪 2住吉

1落窪 1平覚 2枕 6とり

1堤 5平天 2浜松 1保元

8枕 17源氏 5平覚

1浜松 1平天

12源氏 1狂言

①
―
B
１

37大和※3 25住吉 1平中 2とり

34平中 4　平治 6落窪 11平覚

2　落窪 29平覚 3堤 12平天

27枕 43平天 1枕 40狂言

1　浜松 22源氏

17源氏 1浜松

①
―
B
２

1 大和 3住吉

3平中 1とり

7落窪 12平覚

2堤 9　平天

6枕 68狂言

12源氏

②
―
A

1 大和 2住吉 1落窪 1保元

1平中 2平天 3源氏 11平覚

2落窪 7平天

1浜松 14狂言

②
―
B

1 落窪 1とり 1落窪 1保元※5

1 枕 1 保元 2平天※8

1 浜松 1平治※6 25狂言※10

1 源氏※4 7 平天※7

89狂言※9

（
表
三
）
中
古
、
中
世
の
「
サ
テ
」
の
分
類

※
１
「
頭
」
は
文
頭
。
※
２
「
中
」
は
文
中
。
※
３
草
子
地
１
例
含
。
※
４
「
さ
て
さ
て
」
１
例
。
※
５
「
こ
れ
は
さ
て
」
１
例
。
※
６
「
さ
て
い
か
に
せ
む
」

１
例
。
※
７
「
さ
て
さ
て
」
６
例
、「
さ
て
こ
れ
わ
」
１
例
。
※
８
「
ま
ず
は
さ
て
」
１
例
、「
こ
れ
は
さ
て
」
１
例
。
※
９
「
さ
て
こ
れ
は
」
３
例
、「
さ
て

さ
て
」
86
例
。
※
10
「
何
が
さ
て
」
24
例
。「
さ
の
み
恐
い
も
の
で
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
も
な
い
わ
、
さ
て
。」
１
例
。
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時
代 中古 中世 中古 中世 中古 中世 中古 中世

分
類 手頭 手頭 手中 手中 心頭 心頭 心中 心中

①
―
Ａ

3 浜松
18源氏

5とり
1保元

①
―
Ｂ
１

1 落窪
2浜松

2源氏 1保元

①
―
Ｂ
2

②
―
Ａ

②
―
Ｂ

時代 中古 中世 計

分類 頭 中 頭 中

①―A   0 72   0 29 101

①―B 1 157  0 167  0 324

①―B 2  31  0  93  0 124

②―A   9  0  37  0 46　

②―B   4  1  99 28 132

計 201 73 396 57

274 453

合計 727

（
表
四
）
中
古
、
中
世
の
「
サ
テ
」
の
ま
と
め

※
数
値
は
そ
こ
に
分
類
さ
れ
る
用
例
数
を
指
す
。
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関
わ
り
が
予
測
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
特
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
用
例

数
の
甚
だ
し
い
増
加
が
見
ら
れ
た
②
―
Ｂ
．
の
「
サ
テ
」
に
注
目
し
、

こ
の
②
―
Ｂ
．
に
分
類
さ
れ
る
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」

か
ら
感
動
詞
「
サ
テ
」
が
成
立
し
た
経
緯
、
原
因
を
述
べ
る
。

二
．
三
．「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
機
能

二
．
三
．
一
．�
副
詞
の
「
サ
テ
」
か
ら
「
差
し
込
み
の
サ

テ
」
へ

　

ま
ず
、
副
詞
の
「
サ
テ
」
か
ら
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
ま
で
の
様
相

を
用
例
を
挙
げ
て
確
認
す
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に「
サ
テ
」の
確
例
は
中
古
か
ら
見
ら
れ
る
。「
サ
テ
」

は
ま
ず
指
示
副
詞
と
し
て
、
①
―
Ａ
．
に
分
類
さ
れ
た
用
例
の
よ
う
に
、

文
中
の
述
語
動
詞
の
前
に
置
か
れ
る
。

（
14
）こ
の
人
の
苦
し
げ
さ
を
わ
が
身
に
か
へ
ば
や
と
お
ぼ
し
ま
ど
へ
ど
、

六
月
も
さ
て
過
ぎ
ぬ
。（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
四
、
三
七
二
頁
）

（
15
）「
見
る
人
、
後
れ
た
る
方
を
ば
言
ひ
隠
し
、
さ
て
あ
り
ぬ
べ
き
方

を
ば
つ
く
ろ
ひ
て
ま
ね
び
出
だ
す
に
、
そ
れ
し
か
あ
ら
じ
と
、
そ
ら
に

い
か
が
は
推
し
は
か
り
思
ひ
く
た
さ
む
。」（『
源
氏
物
語
』
帚
木
、
五

七
頁
）

こ
れ
ら
の
「
サ
テ
」
は
述
語
動
詞
に
対
し
て
連
用
修
飾
語
と
し
て
は
た

ら
く
。
こ
の
文
中
に
置
か
れ
て
い
た
「
サ
テ
」
は
中
古
に
既
に
①
―
Ｂ

1
．
に
分
類
し
た
よ
う
に

（
16
）
敷
物
の
織
物
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
に
染
め
、
縒
り
、
組
み
、
な
に

か
と
み
な
あ
づ
け
て
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
。
そ
の
物
ど
も
を
、
九
月
つ

ご
も
り
に
、
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
。
さ
て
、
そ
の
十
月
つ
い
た
ち
の

日
、
こ
の
物
急
ぎ
た
ま
ひ
け
る
人
の
も
と
に
お
こ
せ
た
り
け
る
。（『
大

和
物
語
』
三
段
、
二
五
五
頁
）

（
17
）「
誰
が
と
も
な
く
て
、
さ
し
置
か
せ
て
来
た
ま
へ
よ
。
さ
て
、

今
日
の
あ
り
さ
ま
の
見
せ
た
ま
へ
よ
。」（『
堤
中
納
言
物
語
』
貝
合
、

四
五
三
頁
）

と
、
述
語
動
詞
か
ら
離
れ
て
文
頭
に
置
か
れ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
文
頭
に
置
か
れ
た
「
サ
テ
」
の
う
ち
、
①
―
Ｂ

2
．
に
分
類
し
た
よ
う
に
、

（
18
）
弁
の
御
方
、「
落
窪
の
君
、
率
て
お
は
せ
、
一
人
と
ま
り
た
ま
は

む
が
い
と
ほ
し
き
こ
と
」
と
申
し
た
ま
へ
ば
、「
さ
て
、
そ
れ
が
い
つ

か
あ
り
き
し
た
る
。」（『
落
窪
物
語
』
巻
之
一
、
三
〇
頁
）

（
19
）「
例
な
ら
ぬ
人
は
べ
り
て
え
近
う
も
寄
り
は
べ
ら
ず
」、「
さ
て
今

宵
も
や
か
へ
し
て
ん
と
す
る
。
い
と
あ
さ
ま
し
う
か
ら
う
こ
そ
あ
べ
け

れ
」（『
源
氏
物
語
』
空
蝉
、
一
二
二
頁
）

と
、
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
サ
テ
」
の
用
例

も
中
古
か
ら
見
ら
れ
る（

（
（

。

　

古
代
語
の
「
サ
テ
」
は
照
応
用
法
と
観
念
用
法
を
も
っ
て
は
た
ら
い

て
い
た
が
、
中
世
に
観
念
用
法
を
失
い
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
直
示

用
法
を
獲
得
し
た（

（
（

と
考
え
ら
れ
る
が
、「
サ
テ
」
の
主
用
法
は
古
代
語

か
ら
現
代
語
ま
で
照
応
用
法
で
あ
り（

（
（

、（
16
）、（
17
）
の
用
例
の
よ
う
に
、
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ま
た
（
18
）、（
19
）
の
用
例
の
よ
う
に
特
に
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文

で
の
用
例
の
よ
う
に
、
文
頭
に
置
か
れ
て
述
語
動
詞
と
の
修
飾
―
被
修

飾
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
サ
テ
」
は
、「
サ
テ
」
の
前
文
脈
の
内
容

を
指
示
し
て
「
そ
れ
を
踏
ま
え
て
」、「
そ
う
い
う
わ
け
で
」
と
、
そ
の

内
容
を
「
サ
テ
」
以
降
の
文
に
関
係
付
け
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
「
サ
テ
」

は
機
能
は
副
詞
で
あ
る
が
文
中
で
の
出
現
位
置
は
文
頭
で
あ
っ
て
接
続

詞
と
同
様
で
あ
り
、
副
詞
と
接
続
詞
の
両
方
の
性
質
を
有
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
（
16
）
～
（
19
）
の
「
サ
テ
」
は
、「
サ
テ
」
の

前
文
脈
に
「
サ
」
で
指
示
さ
れ
る
内
容
が
、
具
体
的
に
文
や
句
、
語
な

ど
の
形
で
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
次
の
よ
う
に
②
―
Ａ
．
に
分
類
さ
れ

る
、

（
10
・
再
掲
）
笛
、
い
と
う
つ
く
し
と
思
す
。
音
も
か
し
こ
し
。
さ
て
、

殿
へ
夜
更
け
て
渡
り
た
ま
ふ
。（『
落
窪
物
語
』
巻
之
三
、
二
六
八
頁
）

の
よ
う
な
話
題
の
転
換
を
表
す
「
サ
テ
」、
ま
た
②
―
Ｂ
．
に
分
類
さ

れ
る
、

（
3
・
再
掲
）
几
帳
の
も
と
に
寄
り
給
ひ
て
、「
さ
て
い
か
が
お
は
し
ま

す
。
人
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ふ
や
」
と
問
ひ
給
へ
ど
、（『
浜
松
中
納
言
物
語
』

巻
第
四
、
二
九
九
頁
）

の
よ
う
な
話
し
手
の
感
動
、
情
意
な
ど
を
表
す
「
サ
テ
」
な
ど
の
例
、

つ
ま
り
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
例
で
は
、「
サ
テ
」
の
前
文
脈
に
「
サ
」

で
指
示
さ
れ
る
内
容
が
、
具
体
的
に
文
や
句
、
語
な
ど
の
形
で
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
例
に
お
け
る
「
サ
テ
」
は
副
詞
と
し
て

は
た
ら
い
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

二
．
二
．
の
最
終
段
落
で
前
述
し
た
よ
う
に
、「
差
し
込
み
の
サ
テ
」

は
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
時
期
に
用
例
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、「
サ
テ
」
の
一
部
に
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
時
期
に
、

語
と
し
て
本
質
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
中
古
の
例
を
参
照
し
つ
つ
、「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
に

分
類
さ
れ
る
中
世
の
例
を
中
心
に
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

二
．
三
．
二
．�「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
中
の
、
話
し
手

の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」
と
疑
問

文
の
結
び
つ
き

　
（
表
四
）
を
見
る
と
、「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
環

境
に
は
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
②
―
Ａ
．
の
話
題
の
転
換
を
表

す
「
サ
テ
」
は
地
の
文
、
対
話
文
の
文
頭
に
、
②
―
Ｂ
．
の
話
し
手
の

感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」
は
対
話
文
に
用
例
は
集
中
し
て
い
る
。

こ
れ
は
同
じ
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
で
も
②
―
Ａ
．
と
②
―
Ｂ
．
の
性

質
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
本
論

で
は
②
―
Ｂ
．
に
分
類
さ
れ
る
「
サ
テ
」
を
中
心
に
述
べ
る
の
で
、
今

後
は
こ
の
②
―
Ｂ
．
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」
に
つ
い

て
見
て
い
く
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
②
―
Ｂ
．
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ

テ
」
は
、
対
話
文
に
用
例
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
用
法
は

口
頭
表
現
か
ら
発
生
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
②
―
Ｂ
．
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」
の
全
用
例

を
確
認
し
、（
表
三
）
で
最
も
用
例
数
が
多
か
っ
た
中
世
の
対
話
文
・

文
頭
の
例
を
見
る
と
、「
サ
テ
」
に
疑
問
文
が
続
く
形
式
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
は
、

・（「
サ
テ
」
＋
疑
問
詞
疑
問
文（

（1
（

）
の
形
式
を
持
つ
例
（
２
６
／
９
９
、

２
６
．３
％
）

（
20
）
た
め
ら
ひ
て
、「
さ
て
、
い
か
に
聞
き
出
で
た
ま
へ
り
や
」
と
問

ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
。（『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
巻
第
三
、
三
七
九
頁
）

・（「
サ
テ
」
＋
疑
問
詞
の
な
い
疑
問
文
）
の
形
式
を
持
つ
例
（
4
／
９

９
、
4
％
）

（
21
）
さ
て
失
わ
れ
う
ず
る
有
様
か
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
：（『
天
草
版
平

家
物
語
』
巻
第
四
、
三
八
九
頁
）

の
よ
う
な
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
（「
サ
テ
」
＋
疑
問
文
）
の
形
式
を

持
つ
例
が
②
―
Ｂ
．
に
は
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

疑
問
文
の
形
を
取
る
疑
問
表
現
に
つ
い
て
山
口
（
一
九
九
〇
）
は
、

「
疑
問
表
現
は
一
般
に
詠
嘆
性
を
帯
び
や
す
い
が
、
そ
の
原
因
は
こ
の

よ
う
な
疑
念
や
問
い
か
け
の
情
意
的
側
面
に
根
ざ
す
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。
疑
問
表
現
に
お
け
る
事
態
の
不
透
明
な
捉
え
方
は
お
の
ず
か
ら

主
体
の
情
意
的
抵
抗
感
を
伴
い
、
そ
の
た
め
疑
念
は
そ
の
解
消
志
向
と

し
て
の
問
い
か
け
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
詠
嘆
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
も
、
い
わ
ば
与
え
ら
れ
た
事
態
を
認
め
る
に
要
す
る
情
意
的
抵

抗
感
の
総
称
で
あ
る
と
い
っ
て
誤
り
は
な
い
と
思
う
」（
一
二
頁
）、「
詠

嘆
性
の
情
意
の
中
で
最
も
基
本
的
な
も
の
は
、
与
え
ら
れ
た
事
態
に
対

す
る
驚
き
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
あ
り
よ
う
は
場

合
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
気
づ
い
た
こ
と
に
伴
う
軽
い
意
外
感
に
と
ど

ま
る
も
の
か
ら
、
強
い
不
可
解
感
や
シ
ョ
ッ
ク
を
伴
う
驚
き
に
及
ぶ
広

が
り
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。（
略
）
与
え
ら
れ
た
事
態
へ
の
驚
き
に
は
、

そ
の
事
態
に
対
す
る
主
体
の
好
悪
に
よ
っ
て
後
述
の
悲
し
み
・
怒
り
・

後
悔
・
喜
び
・
賞
賛
・
羨
望
な
ど
の
情
意
が
両
立
し
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
」（
四
七
～
四
八
頁
）
と
述
べ
る
。
山
口
（
一
九
九
〇
）
が

述
べ
る
よ
う
に
、
本
論
で
も
疑
問
と
は
話
し
手
の
強
い
疑
念
、
つ
ま
り

感
情
、
感
動
、
情
意
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

（
22
）
さ
て
い
か
に
を
の
を
の
、
俊
寛
を
ば
つ
い
に
捨
て
果
た
さ
せ
ら

る
る
か
？　

こ
れ
ほ
ど
に
わ
存
ぜ
な
ん
だ
：（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻

第
一
、
七
六
頁
）

の
よ
う
な
強
い
情
意
（
詠
嘆
）
の
現
れ
と
も
疑
問
（
問
い
か
け
）
の
現

れ
と
も
受
け
取
れ
る
形
式
や
、

（
23
）
津
の
国
、
河
内
の
源
氏
も
同
じ
や
う
に
力
を
合
わ
せ
て
、
淀
、

川
尻
か
ら
攻
め
入
る
と
の
の
し
れ
ば
、
平
家
わ
こ
れ
を
聞
い
て
、
さ
て

こ
れ
わ
な
ん
と
し
ょ
う
ぞ
？　

た
だ
一
所
で
何
と
も
な
ら
う
ず
る
と
言

う
て
、
宇
治
、
瀬
田
の
手
を
も
み
な
呼
び
返
さ
れ
た
。（『
天
草
版
平
家

物
語
』
巻
第
三
、
一
七
八
～
一
七
九
頁
）

の
よ
う
な
、
時
に
反
語
の
形
で
強
い
情
意
（
驚
き
）
の
現
れ
と
も
疑
問

（
問
い
か
け
）
の
現
れ
と
も
受
け
取
れ
る
形
式
も
例
と
し
て
見
ら
れ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
口
頭
表
現
の
中
で
「
サ
テ
」
の
後
に
疑
問
文
が
後
続
す
る
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形
式
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
構
文
の
形
式
の
面
か
ら
の
支
え
と
、
そ

の
疑
問
文
が
結
局
は
感
動
文
、
情
意
文
で
あ
り
、
話
し
手
の
感
情
を
表

す
と
い
う
構
文
の
意
味
内
容
の
面
か
ら
の
支
え
の
両
面
か
ら
、
疑
問
文

（
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
文
）
を
後
続
す
る
「
サ
テ
」
が
、
ま

ず
後
続
す
る
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

後
に
「
サ
テ
」
自
体
が
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
語
、
つ
ま
り
感

動
詞
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
、
形
式
と
し
て
は
疑
問
文
（
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
さ

す
文
）
で
あ
る
が
、
問
い
か
け
に
対
す
る
返
答
と
い
う
よ
り
は
挨
拶
に

対
す
る
返
事
を
要
求
す
る

（
24
）
船
頭「
さ
て
、何
と
今
日
は
寒
い
こ
と
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
。聟「
ま

こ
と
に
、
殊
の
ほ
か
寒
い
こ
と
で
ご
ざ
る
。（『
狂
言
集
』
船
渡
聟
、
二

八
八
頁
）〈「
サ
テ
」
は
話
し
手
で
あ
る
船
頭
の
実
感
的
な
情
意
を
表
し

て
い
る
。〉

な
ど
の
例
や
、「
サ
テ
」
に
疑
問
文
が
後
続
し
な
い

（
25
）
檀
那
「
さ
て
只
今
一
飯
を
（
の
）
申
し
つ
け
ま
し
た
に
よ
っ
て
、

程
な
う
出
来
ま
せ
う
。」（『
狂
言
集
』
魚
説
経
、
四
一
三
頁
）〈「
サ
テ
」

は
話
し
手
で
あ
る
檀
那
の
認
識
的
な
情
意
を
表
し
て
い
る
。〉

（
26
）
有
徳
「
オ
オ
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
け
れ
。
盗
人
「
さ
て
、
私
は
も

は
や
お
暇
申
し
ま
す
る
。」（『
狂
言
集
』
蜘
盗
人
、
四
八
八
頁
）〈「
サ
テ
」

は
話
し
手
で
あ
る
盗
人
の
意
志
的
な
情
意
を
表
し
て
い
る
。〉

な
ど
の
例
で
は
、「
サ
テ
」
が
後
続
部
の
強
意
、
強
調
を
表
し
、
そ
の

後
「
サ
テ
」
自
体
が
話
し
手
の
情
意
、
感
動
を
表
す
感
動
詞
と
し
て
は

た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
が
「
サ
テ
サ
テ
」
と
重
な
る
形
で
も
用
い
ら
れ
、

（
27
）
さ
て
さ
て
俊
寛
と
康
頼
が
こ
と
わ
な
ん
と
あ
ら
う
ぞ
と
、
言
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
、（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
七
一
頁
）

（
28
）
さ
て
さ
て
わ
れ
ら
三
人
わ
罪
も
同
じ
罪
、
配
所
も
一
つ
と
こ
ろ

ぢ
ゃ
に
、
な
ん
と
し
た
れ
ば
赦
免
の
時
、
二
人
わ
召
し
か
え
さ
れ
て
、

一
人
こ
こ
に
残
ら
う
ぞ
？
（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
七
四
頁
）

（
29
）
さ
て
さ
て
果
て
し
も
な
い
こ
と
を
仰
せ
ら
る
る
：（『
天
草
版
平

家
物
語
』
巻
第
三
、
一
五
六
頁
）

（
30
）
丹
波「
さ
て
さ
て
我
御
料
は
、最
前
か
ら
戯
れ
深
い
人
ぢ
ゃ
。（『
狂

言
集
』
松
楪
、
四
五
頁
）

な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
疑
問
（
27
）、
反
語
（
28
）、
感
嘆
（
29
）、（
30
）
の

形
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　
（「
サ
テ
」
＋
疑
問
文
）
の
結
び
つ
き
の
う
ち
、
特
に
「
さ
て
い
か
に
」

「
さ
て
何
（
な
に
／
な
ん
）
と
」
の
形
式
は
中
世
以
降
定
型
表
現（

（1
（

と
な
り
、

ま
た
、

（
23
・
再
掲
）
平
家
わ
こ
れ
を
聞
い
て
、
さ
て
こ
れ
わ
な
ん
と
し
ょ
う

ぞ
？
（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
三
、
一
七
八
～
一
七
九
頁
）

の
形
式
か
ら
、「
サ
テ
」
が
文
中
に
置
か
れ
た

（
31
）
こ
れ
は
さ
て
い
づ
く
え
ご
ざ
ぁ
る
ぞ
？
（『
天
草
版
平
家
物
語
』

巻
第
三
、
一
八
五
頁
）

（
32
）
ま
づ
わ
さ
て
退
屈
も
召
さ
れ
ぬ
を
人
ぢ
ゃ
。（『
天
草
版
平
家
物

語
』
巻
第
二
、
一
〇
七
頁
）
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な
ど
の
形
式
、
ま
た
前
述
し
た
「
さ
て
何
（
な
に
／
な
ん
）
と
」
の
形

式
か
ら
「
サ
テ
」
が
文
中
に
置
か
れ
た

（
33
）
す
っ
ぱ
「
何
が
さ
て
心
得
た
。」（『
狂
言
集
』
金
津
、
四
三
〇
頁
）

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。「
サ
テ
」
が
感
動
詞
と

し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
る
出
発
点
と
し
て
の
、
疑
問
文
（
話
し
手
の

感
動
、
情
意
を
表
す
文
）
と
の
結
び
つ
き
は
、
中
古
の
用
例
か
ら
も
認

め
ら
れ
る（

（1
（

。
初
め
は
（「
サ
テ
」
＋
疑
問
文
の
形
式
を
持
つ
文
）
と
い

う
形
を
取
り
、
後
続
す
る
疑
問
文
（
話
し
手
の
感
動
や
情
意
を
表
す
文
）

を
強
調
す
る
よ
う
に
は
た
ら
い
て
い
た
「
サ
テ
」
は
、
次
第
に
疑
問
文

で
は
な
い
文
も
後
続
す
る
よ
う
に
な
り
、「
サ
テ
」
自
体
が
話
し
手
の

感
動
や
情
意
を
表
す
感
動
詞
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る（

（1
（

。

　
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
一
部（

（1
（

は
こ
の
よ
う
な
感
動
詞
と
し
て
は
た

ら
く
よ
う
に
な
っ
た
「
サ
テ
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
サ
テ
」
に
後
続

す
る
疑
問
文
（
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
文
）
の
関
与
が
考
え
ら

れ
る
。

三
．
ま
と
め

　

以
上
本
論
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

　

そ
の
指
示
す
る
内
容
が
前
文
脈
に
具
体
的
に
認
め
ら
れ
な
い「
サ
テ
」

に
注
目
し
、
こ
れ
を
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
と
名
付
け
て
そ
の
機
能
を

「
サ
テ
」
の
機
能
全
体
の
中
で
位
置
付
け
、
そ
れ
が
中
古
か
ら
中
世
期

に
か
け
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
「
差

し
込
み
の
サ
テ
」
の
一
部
が
感
動
詞
と
し
て
成
立
し
た
経
緯
、
原
因
を

考
察
し
た
。
中
世
期
の
対
話
文
に
特
に
増
加
し
た
用
例
に
注
目
す
る
と
、

初
め
は
（「
サ
テ
」
＋
疑
問
文
（
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
文
））

の
形
式
を
持
つ
文
と
い
う
形
を
取
り
、
後
続
す
る
疑
問
文
と
結
び
つ
い

て
疑
問
文
が
表
す
話
し
手
の
感
動
や
情
意
を
強
調
す
る
よ
う
に
は
た
ら

い
て
い
た
「
サ
テ
」
は
次
第
に
疑
問
文
で
は
な
い
文
も
後
続
す
る
よ
う

に
な
り
、「
サ
テ
」
自
体
が
感
動
詞
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
）

（
1
）　

中
古
以
前
の
上
代
の
用
例
と
し
て
、「
網
児
（
あ
ご
）
の
山
五
百
重
（
い

ほ
へ
）
隠
（
か
く
）
せ
る
佐
堤
（
さ
て
）
の
崎
さ
て
延
（
は
）
へ
し
児
（
こ
）

が
夢
（
い
め
）
に
し
見
ゆ
る
」
市
原
王
（
い
ち
は
ら
の
お
ほ
き
み
）
の
歌
一

首
、『
萬
葉
集
』
巻
第
四
・
六
六
二
番
歌
）（
原
表
記
：
網
児
之
山　

五
百
重

隠
有　

佐
堤
乃
埼　

左
手
縄
師
子
之　

夢
二
四
所
見
）
が
あ
る
。
し
か
し
こ

の
例
に
つ
い
て
は
、「
上
代
語
に
サ
・
サ
テ
の
確
例
が
な
い
た
め
、
疑
問
が

な
く
も
な
い
。」（『
萬
葉
集
』
①
・
三
三
七
頁
頭
注
、『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
6
』）
と
あ
る
。
ま
た
、
以
下
用
例
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小

学
館
発
行
）
に
よ
る
。
用
例
脇
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。
頁
数
は
同
全
集
の

用
例
が
掲
載
さ
れ
た
頁
を
表
す
。

（
2
）　

西
田
（
２
０
０
１
）・
一
三
八
頁
。

（
3
）　

岡
﨑
（
２
０
０
８
）・
一
九
九
頁
。
な
お
、
同
岡
﨑
（
２
０
０
８
）
に

よ
れ
ば
、「
接
続
詞
的
用
法
と
し
て
は
、
前
件
と
後
件
の
関
係
か
ら
、
Ⅱ
―
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Ａ
条
件
、
Ⅱ
―
Ｂ
列
叙
・
転
換
に
分
類
で
き
る
。（
な
お
、
現
代
語
で
見
ら

れ
る
行
動
の
区
切
り
目
を
示
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
働
く
も
の
を
、
Ⅱ
―
Ｃ
行

動
と
す
る
。
但
し
中
古
に
は
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
）。」（
同
・
一

九
二
頁
）
と
し
て
、
ま
た
、「
Ⅱ
―
Ａ
条
件
」、「
Ⅱ
―
Ｂ
列
叙
・
転
換
」
に

関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
Ⅱ
―
Ａ
条
件　

前
件
と
後
件
が
、
条
件
関
係
（
岡

﨑
注
：「
条
件
関
係
に
つ
い
て
は
山
口
（
一
九
八
〇
）
を
参
照
し
た
。」（
岡

﨑
（
２
０
０
８
）・
二
〇
一
頁
）
を
示
す
も
の
。
現
代
語
に
お
い
て
は
「
ソ

レ
デ
・
デ
ハ
・
ソ
レ
デ
モ
・
ソ
ウ
シ
タ
ラ
」
等
と
、
か
な
り
近
い
働
き
を
す

る
。」（
同
・
一
九
二
頁
）、「
Ⅱ
―
Ｂ
列
叙
・
転
換　

現
代
語
に
お
い
て
列
叙

的
用
法
を
持
つ
接
続
詞
「
累
加
的
（
ソ
シ
テ
、
ソ
レ
デ
、
ソ
レ
カ
ラ
）」「
並

列
的
（
及
ビ
、
並
ビ
ニ
、
マ
タ
）」（
略
）
と
、
さ
ら
に
「
ト
コ
ロ
デ
」
と
か

な
り
近
い
働
き
を
し
て
い
る
」（
同
・
一
九
三
頁
））
と
、
説
明
す
る
。

（
4
）　

こ
の
分
類
は
拙
稿
「
古
典
物
語
作
品
に
お
け
る
談
話
分
析
―
話
者
交
替

の
位
置
に
現
れ
る
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
」（
百
瀬
（
２
０
１
７
）・
三
二
～

三
三
頁
）
で
示
し
た
分
類
を
一
部
修
正
し
て
用
い
た
。

（
5
）　

百
瀬
（
二
〇
一
七
）。

（
6
）　

ち
な
み
に
、
①
―
Ｂ
2
．
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ

る
「
サ
テ
」
は
、「
サ
テ
」
全
用
例
数
中
の
１
２
４
／
７
２
７
、
１
７
．１
％

で
あ
る
。

（
7
）　

百
瀬
（
二
〇
一
七
）。

（
8
）　
（
岡
﨑
（
二
〇
〇
二
）・
七
頁
）、「
サ
系
列
「
サ
」
は
、
中
古
で
は
照
応
・

観
念
用
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
世
に
は
観
念
用
法
を
失
い
、
中
世
後
期
か

ら
近
世
に
現
代
語
の
ソ
系
「
ソ
ウ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
直
示
用
法
を
獲
得
す
る
。」

に
よ
る
。

（
9
）　
（
岡
﨑
（
二
〇
〇
二
）・
三
頁
）、「
ソ
系
列
（
ソ
系
）
の
中
心
的
用
法
は
、

上
代
か
ら
現
代
ま
で
照
応
用
法
で
あ
る
。」
に
よ
る
。

（
10
）　
「
サ
テ
」
の
文
中
か
ら
文
頭
へ
の
出
現
位
置
の
変
化
は
、「
サ
テ
」
が
述

語
動
詞
と
の
結
び
つ
き
よ
り
も
前
文
脈
に
対
す
る
指
示
と
い
う
機
能
を
強
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。言
い
換
え
れ
ば
こ
れ
は
、「
サ
テ
」

の
接
続
助
詞
「
テ
」
よ
り
も
指
示
副
詞
「
サ
」
の
機
能
が
強
く
な
っ
た
こ
と

を
表
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
、
文
の
結
束
を
表
す
手
法
が
「
後
部
と
関
係
付

け
る
」
こ
と
か
ら
「
前
部
と
関
係
付
け
る
」
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
サ
テ
」
の
み
で
な
く
「
サ
テ
」
と
関
係
付
け
ら
れ
る
文
の
文
末
形

式
と
「
サ
テ
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課

題
と
す
る
。

（
11
）　

こ
の
疑
問
詞
疑
問
文
の
疑
問
詞
と
は
、「
い
か
に
」（「
さ
て
、
い
か
に

聞
き
出
で
た
ま
へ
り
や
」（『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
三
七
九
頁
）、「
い
づ
ち
」

（「
さ
て
、
い
づ
ち
へ
か
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
」）（『
保
元
物
語
』
三
一
七
頁
）、

「
い
か
が
」（
さ
て
い
か
が
ご
ざ
っ
た
ぞ
と
申
し
た
れ
ば
）（『
天
草
版
平
家
物

語
』
六
頁
）、「
な
に
」（
さ
て
な
に
と
ご
ざ
る
ぞ
と
、
申
さ
れ
た
れ
ば
：
）（『
天

草
版
平
家
物
語
』
四
〇
頁
）、「
な
ぜ
に
」（
さ
て
今
ま
で
わ
な
ぜ
に
を
そ
か
っ

た
ぞ
）（『
天
草
版
平
家
物
語
』
一
九
〇
頁
）、「
な
ん
と
」（
さ
て
を
の
れ
ら

わ
な
ん
と
し
ょ
う
ぞ
）（『
天
草
版
平
家
物
語
』
三
八
九
頁
）、「
ど
れ
」（「
さ

て
、こ
な
た
は
ど
れ
へ
ご
ざ
る
ぞ
。」）（『
狂
言
集
』船
渡
聟
、二
八
八
頁
）、「
如

何
様
（
い
か
や
う
）」（「
さ
て
、
御
用
と
仰
せ
ら
る
る
は
如
何
様
な
こ
と
で

ご
ざ
る
ぞ
。」）（『
狂
言
集
』
狸
腹
鼓
、
五
〇
三
頁
）
な
ど
を
指
す
。

（
12
）　

こ
の
「
サ
テ
サ
テ
」
の
形
式
が
変
化
し
た
「
サ
ア
サ
ア
」
の
形
式
が
『
狂

言
集
』で
は
五
四
例
、こ
れ
が
さ
ら
に
変
化
し
て「
ヤ
ア
ヤ
ア
」が
三
例
、「
ヤ

イ
ヤ
イ
（
ヤ
イ
）」
が
二
一
例
、「
ヤ
ン
ヤ
ヤ
ン
ヤ
」
が
一
七
例
、「
イ
ヤ
イ
ヤ
」

が
一
六
例
、「
ヤ
レ
ヤ
レ
」が
八
例
、「
エ
イ
エ
イ
ヤ
ツ
ト
ナ
」が
一
一
例「
エ
ー

イ
エ
ー
イ
」
が
七
例
と
、
中
世
中
～
後
期
に
こ
の
形
式
は
豊
富
に
な
る
。

（
13
）　
『
天
草
版
平
家
物
語
』
で
「
さ
て
い
か
に
」
六
例
、「
さ
て
何
（
な
に
／
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な
ん
）
と
」
二
例
が
見
え
る
。

（
14
）　

中
世
の
対
話
文
・
文
中
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
「
サ
テ
」
の
例
は
論
中

（
32
）
の
「
こ
れ
は
さ
て
」（
一
例
）、（
33
）「
ま
づ
わ
さ
て
」（
一
例
）、（
共

に
『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
例
）、（
34
）「
何
が
さ
て
」（
二
四
例
）（『
狂
言

集
』
の
例
）
の
ほ
か
、「
こ
れ
は
蓬
萊
ヶ
島
の
鬼
と
い
う
て
、
さ
の
み
恐
い

も
の
で
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
も
な
い
わ
、
さ
て
。」（『
狂
言
集
』
節
分
、
三

六
〇
頁
）（
一
例
）
の
例
が
あ
る
。

（
15
）　

中
古
（
対
話
文
・
文
頭
）
の
例
は
、「
い
と
聞
か
ま
ほ
し
く
こ
そ
。
さ

て
笛
忘
れ
て
来
に
け
り
。
取
り
て
賜
へ
。」（『
落
窪
物
語
』
巻
之
一
、
九
八
頁
）、

「
さ
て
何
事
ぞ
」（『
枕
草
子
』
第
六
段
、
三
八
頁
）、「
さ
て
い
か
が
お
は
し

ま
す
。」（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
四
、
二
九
九
頁
）、「
さ
て
さ
て
を
か

し
か
り
け
る
女
か
な
」（『
源
氏
物
語
』
箒
木
、
八
六
頁
）、
中
古
（
対
話
文
・

文
中
）
の
例
は
、「
ま
た
、『
若
菜
ま
ゐ
る
』
と
て
、
年
の
は
じ
め
に
す
る
こ

と
、
さ
て
、『
八
講
』
と
言
ひ
て
、
経
、
仏
か
き
、
供
養
す
る
こ
と
こ
そ
あ

め
れ
。」（『
落
窪
物
語
』
巻
之
三
、
二
五
六
頁
）
で
あ
る
。

（
16
）　

な
お
、「
な
ん
と
」
の
形
式
を
も
つ
文
に
つ
い
て
、
笹
井
（
二
〇
〇
六
）

は
「「
な
ん
と
」
型
感
動
文
」
と
し
て
扱
う
。
本
論
も
こ
の
「
な
ん
と
」
等

の
疑
問
詞
の
形
式
を
持
つ
疑
問
文
に
つ
い
て
、
論
じ
た
よ
う
に
話
し
手
の
感

動
、
情
意
な
ど
を
表
す
感
動
文
と
し
て
考
え
て
お
り
そ
の
点
、
笹
井
と
同
じ

な
の
で
あ
る
が
、「
疑
問
詞
の
形
式
を
持
つ
文
」
の
意
味
で
論
中
の
項
目
で

は
「
疑
問
文
」
と
し
た
。

（
17
）　
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」
の
一
部
は
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
感
動
詞
と
し

て
は
た
ら
く
「
サ
テ
」
で
あ
る
が
、
他
の
一
部
（
感
動
詞
と
し
て
は
た
ら
く

の
で
は
な
い
、
②
に
分
類
さ
れ
る
「
サ
テ
」）
は
、
接
続
詞
と
し
て
は
た
ら

く
よ
う
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
感
動
詞
と
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
の
関
係

で
あ
る
が
、
論
者
の
現
段
階
で
の
見
通
し
で
は
、

　
（
ⅰ
）　

主
に
中
世
期
の
「
サ
テ
」
を
見
た
際
に
、
感
動
詞
の
「
サ
テ
」
は
対

話
文
（
口
頭
表
現
）
に
現
れ
、
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
は
地
の
文
に
現
れ
る
な

ど
、
そ
の
出
現
環
境
が
異
な
る
こ
と
。（
ⅱ
）
同
じ
中
世
期
に
感
動
詞
の
「
サ

テ
」
も
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
も
見
ら
れ
、
そ
の
出
現
時
期
に
差
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
。（
ⅲ
）
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
感
動
詞
と
、
文
脈
の
前

後
の
関
係
付
け
を
行
う
接
続
詞
は
語
と
し
て
の
機
能
が
異
な
り
、
両
方
と
も

副
詞
由
来
の
語
で
あ
る
と
い
う
関
係
は
も
ち
ろ
ん
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方
が

一
方
の
元
と
な
る
よ
う
な
直
接
的
な
派
生
関
係
は
考
え
が
た
い
こ
と
等
よ
り
、

感
動
詞
の
「
サ
テ
」
か
ら
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
が
発
生
し
た
と
は
考
え
て
い

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
な
お
、
本
論
で
の
「
サ
テ
」

の
よ
う
に
、
元
来
は
文
中
に
位
置
し
て
命
題
の
中
で
実
質
語
と
し
て
は
た
ら

い
て
い
た
語
が
あ
る
種
の
文
と
の
結
び
つ
き
の
よ
う
な
構
文
的
な
事
情
等
か

ら
命
題
の
外
に
出
て
機
能
語
に
な
っ
て
い
く
（
本
論
で
は
こ
こ
ま
で
を
扱
っ

て
い
る
が
、
語
に
よ
っ
て
は
談
話
標
識
に
な
っ
て
い
く
）
変
化
の
過
程
は
、

Elizabeth C. T
raugott （1995

）
が
述
べ
た
“indeed

”, 

“in fact

”な
ど
が

構
文
的
な
統
語
条
件
に
よ
っ
て
文
中
で
実
質
語
で
あ
る
副
詞
と
し
て
は
た
ら

い
て
い
た
も
の
か
ら
文
修
飾
副
詞
の
よ
う
に
、
そ
し
て
談
話
標
識
と
し
て
は

た
ら
く
よ
う
に
な
る
変
化
の
過
程
と
か
な
り
重
複
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

あ
る
種
の
言
語
の
用
法
変
化
の
過
程
と
し
て
は
普
遍
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
補
注
）

　

本
論
で
は
用
例
採
集
資
料
と
し
て
扱
わ
な
か
っ
た
、『
竹
取
物
語
』、『
伊
勢

物
語
』、『
う
つ
ほ
物
語
』
中
に
見
ら
れ
る
、
本
論
中
で
「
差
し
込
み
の
サ
テ
」

の
〈
②
―
Ｂ
．
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
「
サ
テ
」〉
に
分
類
さ
れ
る

用
例
に
は
、
本
論
の
主
旨
に
反
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
申

し
添
え
る
。
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（
参
考
文
献
）

安
達
太
郎
（
二
〇
〇
二
）「
現
代
日
本
語
の
感
嘆
文
を
め
ぐ
っ
て
」『
県
立
広
島

女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
10
、
広
島
女
子
大
学

市
村
太
郎
（
二
〇
一
四
）「
副
詞
「
ほ
ん
に
」
を
め
ぐ
っ
て
―
「
ほ
ん
」
と
そ

の
周
辺
―
」『
日
本
語
の
研
究
』
第
一
〇
巻
第
二
号
、
日
本
語
学
会

大
鹿
薫
久
（
一
九
八
八
）「
感
動
文
の
構
造
―
句
と
文
に
つ
い
て
の
把
握
―
」『
こ

と
ば
と
こ
と
の
は
第
五
集
』、
和
泉
書
院

大
鹿
薫
久
（
一
九
八
九
）「
感
動
文
の
構
造
（
承
前
）
―
句
と
文
に
つ
い
て
の

把
握
―
」『
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
第
六
集
』、
和
泉
書
院

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
サ
系
列
・

ソ
系
を
中
心
に
―
」『
国
語
学
』
第
五
三
巻
第
三
号
、
国
語
学
会

岡
﨑
友
子（
二
〇
〇
六
）「
指
示
副
詞
の
コ
・
ソ
・
ア
体
系
へ
の
推
移
に
つ
い
て
」

『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
三
巻
第
七
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
八
）「
指
示
語
「
サ
テ
」
の
歴
史
的
用
法
と
変
化
に
つ
い

て
―
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
―
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
七
、
国

語
語
彙
史
研
究
会
編

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
九
）「
接
続
詞
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
現
代
語
の
用
法
と

テ
ク
ス
ト
―
」『
就
実
論
叢
』
第
三
八
号
、
就
実
大
学

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
〇
）「
サ
テ
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
中
世
天
草
版
平

家
物
語
を
中
心
に
―
」『
語
文
』
第
九
二
・
九
三
輯
、
大
阪
大
学
国
語
国
文

学
会

荻
野
千
砂
子
（
二
〇
〇
〇
）「
接
続
詞
「
サ
テ
」
に
関
す
る
一
考
察
」『
純
真
紀

要
』
四
一
、
純
真
女
子
短
期
大
学

尾
上
圭
介
（
一
九
八
六
）「
感
嘆
文
と
希
求
・
命
令
文
―
喚
体
・
述
体
概
念
の

有
効
性
―
」『
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
国
語
研
究
論
集
』、
明
治
書
院

川
越
菜
穂
子
（
一
九
九
五
）「
と
こ
ろ
で
、
話
は
か
わ
る
け
ど
―T

opicshift 

m
arker 

に
つ
い
て
―
」『
複
文
の
研
究
（
下
）』
仁
田
義
雄
編
、
く
ろ
し
お

出
版

京
極
興
一
・
松
井
栄
一
（
一
九
七
三
）「
接
続
詞
の
変
遷
」
鈴
木
一
彦
・
林
巨

樹
編
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
6　

接
続
詞
・
感
動
詞
』、
明
治
書
院

金
水
敏
・
木
村
英
樹
・
田
窪
行
則
（
一
九
八
九
）『
指
示
詞　

日
本
語
文
法
セ

ル
フ
・
マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ　

寺
村
秀
夫
企
画
4
』、
く
ろ
し
お
出
版

金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一
九
九
二
）『
指
示
詞　

日
本
語
研
究
資
料
集
第
1

期
第
7
巻
』、
ひ
つ
じ
書
房

阪
倉
篤
義
（
一
九
九
三
）『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』
岩
波
書
店

笹
井
香
（
二
〇
〇
六
）「
現
代
語
の
感
動
文
の
構
造
―
「
な
ん
と
」
型
感
動
文

の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
語
の
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
、
日
本
語
学

会
田
中
章
夫
（
一
九
八
四
）「
4
接
続
詞
の
諸
問
題
―
そ
の
成
立
と
機
能
―
」『
研

究
資
料
日
本
文
法
第
4
巻
修
飾
句
・
独
立
句
編　

副
詞
・
連
体
詞
・
接
続

詞
・
感
動
詞
』
明
治
書
院

西
田
隆
政
（
二
〇
〇
一
）「
源
氏
物
語
の
指
示
語
「
さ
て
」
の
用
法
―
平
安
和

文
で
の
接
続
詞
的
用
法
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

二
十
、
国
語
語
彙
史
研
究
会

長
谷
川
哲
子
（
二
〇
〇
〇
）「
転
換
の
接
続
詞
「
さ
て
」
に
つ
い
て
」『
日
本
語

教
育
』
第
一
〇
五
号
、
日
本
語
教
育
学
会
編

浜
田
麻
里（
一
九
九
九
）「
ソ
シ
テ
と
ソ
レ
デ
と
ソ
レ
カ
ラ
―
添
加
の
接
続
詞
―
」

宮
島
達
夫
・
仁
田
義
雄
編
『
日
本
語
類
義
表
現
の
文
法
（
下
）
複
文
・
連
文

編
』、
く
ろ
し
お
出
版

浜
田
麻
里
（
一
九
九
九
）「
サ
テ
、
デ
ハ
、
シ
カ
シ
、
ト
コ
ロ
デ
―
転
換
の
接

続
詞
」
宮
島
達
夫
・
仁
田
義
雄
編
『
日
本
語
類
義
表
現
の
文
法
（
下
）
複
文
・

連
文
編
』、
く
ろ
し
お
出
版



― 62 ―

中古中世散文作品における感動詞「サテ」の成立（百瀬）

森
岡
健
二
（
一
九
七
三
）「
文
章
展
開
と
接
続
詞
・
感
動
詞
」
鈴
木
一
彦
・
林

巨
樹
編
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
6　

接
続
詞
・
感
動
詞
』
明
治
書
院

森
田
良
行
（
一
九
七
三
）「
感
動
詞
の
変
遷
」
鈴
木
一
彦
・
林
巨
樹
編
『
品
詞

別
日
本
文
法
講
座
6　

接
続
詞
・
感
動
詞
』
明
治
書
院

森
山
卓
郎
（
二
〇
〇
六
）「「
添
加
」「
累
加
」
の
接
続
詞
の
機
能
―
「
そ
し
て
」

「
そ
れ
か
ら
」な
ど
を
め
ぐ
っ
て
」益
岡
隆
志
、野
田
尚
史
、森
山
卓
郎
編『
日

本
語
文
法
の
新
地
平
3
』、
く
ろ
し
お
出
版

山
口
堯
二
（
一
九
九
〇
）『
日
本
語
疑
問
表
現
通
史
』
明
治
書
院

山
田
孝
雄
（
一
九
三
六
）『
日
本
文
法
学
槪
論
』
宝
文
館

T
raugott, E

lizabeth C
loss 
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） T
H
E
 R
O
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F
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H
E 

D
EV
ELO
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EN
T
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F D
ISCO

U
RSE M

A
RK
ERS IN
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 T
H
EO
RY
 

O
F GRA

M
M
A
T
ICA
LIZA

T
IO
N
 Paper presented at ICH

L X
II, 

M
anchester 1995; V

ersion of 11/97 （http
：//w
w
w
.stanford.edu/

～traugott/ect-papersonline.htm
l

よ
り
二
〇
一
八
年
八
月
三
一
日
閲

覧
。）

（
参
考
資
料
）

松
村
明
編
（
一
九
七
一
）『
日
本
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院

中
村
幸
彦
、
岡
見
政
雄
、
阪
倉
篤
義
編
（
一
九
九
九
）『
角
川
古
語
大
辞
典
』

角
川
書
店

日
本
語
文
法
学
会
編
（
二
〇
一
四
）『
日
本
語
文
法
事
典
』
大
修
館
書
店

（
用
例
採
集
資
料
）

・『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』、『
落
窪
物
語
』、『
枕
草
子
』、『
堤
中
納
言
物
語
』、

『
浜
松
中
納
言
物
語
』、『
源
氏
物
語
』、『
保
元
物
語
』、『
平
治
物
語
』、『
平

家
物
語
』、『
住
吉
物
語
』、『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
狂
言
集
』
以
下
全
て

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
刊
行
）
に
拠
っ
た
。

・『
天
草
版
平
家
物
語
』
は
江
口
正
弘
著
（
一
九
八
六
）『
天
草
版
平
家
物
語
対

照
本
文
及
び
総
索
引
』（
明
治
書
院
刊
行
）
に
拠
っ
た
。

・
検
索
サ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジhttp://japanknow

ledge.com
/

・
国
立
国
語
研
究
所
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ
Ｈ
Ｊ
）』（
コ
ー
パ
ス
検
索

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
『
中
納
言
』）
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（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

共
に
二
〇
一
八
年
八
月
三
〇
日
）

（
も
も
せ
・
み
の
り　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




